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John Stuart Mill "On Liberty"
の ドイツ語訳について
馬 場 昭 夫
序
ジョン･スチュアート･ミル著 O`nLiberty" (｢自由論｣)が公刊されたのは1859年
である｡1869年には, ミルの全集の ドイツ語版の第1巻が公刊されたが,この中にウィー
ン大学の哲学の教授テオ ドー ル ･ゴンベルツ訳の ｢自由｣("DIEFREIHEIT")がおさ
められている1)｡
ミルは ｢自由論｣の最初の扉に ｢本書に展開されたあらゆる議論の直接に帰一する,重
大な指導原理は,人類が能う限り多種多様な発展を遂げることが絶対に根本的に必要であ
る,ということに帰着する｡｣というヴィル-ルム･フォン･フンボル トの ｢政府の権限
と義務｣の中の言葉を記 している2)3)4)0
ヴィルヘルム･フォン･フンボルト(KarlWilhelmvonHumboldt,1767-1835)は,
ドイツの人文主義を代表 し,著名な言語学者,政治家である｡研究は言語学,古典文学,
哲学,美学,教育学,考古学,歴史,法律,政治の諸科にわたり,ゲーテ,シルレル等と
交流があった｡ベルリン大学生みの親である5)0
ミルが ドイツ語について,どのような理解力をもっていたかは分からないが,イギリス
の思想家であるが, ドイツの思想家に敬意を表していることは, ミルの思考様式,ことば
使いにも, ドイツ語の影響は何らかのかたちであることが考えられる｡
ドイツ語圏において,ウィーンで最初に, ミルの著作が翻訳された. ミルの著作は,莱
語としても難解である｡自由主義の伝統がイギリスにおけるほどに根強くないドイツ語圏
におけるミルの翻訳において,どのような英語とドイツ語の対比,対応がなされたのであ
ろうか｡
以下,第1章序説 (CHAPTERI Introductory)について考えてみる｡
書き出しの部分は次の通りである｡
CHPTERI Introductory
ThesubjectofthisessaylSnottheso-caled l`ibertyofthewil',sounfortu-
natelyopposedtothemisnameddoctrineofphilosophicalnecessity;butcivil,or
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socialliberty:thenatureandlimitsofthepowerwhichcanbelegltlmatelyexerc
isedbysocietyovertheindividual.Aquestionseldomstated,andhardlyeverdis-
cussedingeneralterms,butwhichprofoundlyinfluencesthepracticalcontrover
siesoftheagebyitslatentpresence,andislikelysoontomakeitselfrecognlZed
asthevitalquestionofthefuture.Itissofarfrombeingnewthat,inacertain
sense,ithasdividedmankindalmostfromtheremotestages;butinthestageof
progressintowhichthemorecivilizedportionsofthespecieshavenowentered,
itpresentsitselfundernewconditionsandr･equlreSadifferentandmorefundam-
entaltreatment6)7)
ErstesCapitel Einleitung
DerGegenstanddieserschriftistnich上diesogenannteWilensfreiheit,dieeinen
sounghcklichenGegensatzzudermiβbra.uchlichsobenanntenLehreYonderph-
ilosophischenNotwendigkeitbildet,sonderndiebtirgerlicheodersocialeFreiheit
:dieNaturunddieGrenzenderGewalt,WelchederGeselschaftdenEinzelnen
gegentiberzusteht.EineFrage,die,soalgemeingefaβt,Seltenausgesprochen
undkaumjemalserOrtertwordenist,derenunbewuβtwirkenderEinfluβsi°hje-
dochbeiderBesprechungderZeitfragenvierfachfuhlbarmacht,undinderman
wahrscheinlichbalddieLebensfragederZukunfterkennenwird.Dieselbeistso
wenigneu,daβsievielmehrineinemgewissenSinnedieMenschheitfastYonden
frdleS-tenZeitenangetheilthat;sietrit上jedochaufderEntwicklungsstufe,Welch
edergebildetereTheilunseresGeschlechtesjetzterreichthat,unterveranderten
Bedin一gungenauf,dieeineneueundtiefergreifendeBehandlung-erfordern8'9)
1.扉の文章について
｢自由論]は,イギリスの思想家ミルが英文で書いた書であり,英文とドイツ語訳を比
較するという場合, ミルの英文が,ゴンベルツによって,どのようなドイツ語に訳された
かと考えることは当然である｡しかし, ミルは,この書の最初の扉に,ヴィルヘルム･フォ
ン･フンボルトの文章を掲げている｡ ミルの英語の概念について, ドイツ語との比較から
出発することもできるのではないか｡
そのような観点から,注3,4に記したフンボノレトの文を検討してみる｡
この場合, ミルの ｢自由論｣をドイツ語に訳すにあたり, ドイツ人 ･フンボルトの文が
引用されている場合には,それに該当する部分をそのまま原文から引用していると考える
ことはすなおなことである｡ しかし,ここに, ミルの ｢自由論｣に記されている英文と,
ゴンベルツのドイツ語訳の扉に記されているドイツ文は,私が訳すと次のようになる｡
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ミルの英文 ｢この本の各ページに展開されている全ての議論が直接に集中してゆく,
偉大な指導原理は,人間が,豊かな多様性において発展することが,絶対に,又本質的に
重要であるということである｡｣
ゴンベルツのドイツ語訳に引用されているフンボルトの文章 ｢従って,人間の偉大さ
が,究極的に依拠し,又,個々の人間が,永久に格闘し,そして,人間にたずさわろうと
する誰もが,決して見失ってほならないものは,力と教育という特徴である｡｣
上記の二つの文章には,あさらかにずれがある｡ これはどうしたことであろうか｡ ミル
｢自由論｣の核心をなす,人間の多様な発展の重要性を印象づけるために引用 したフンボ
ルトの文章は,力と教育を強調する文章にかわっている｡ゴンベルツの訳については著者
の許可を得て翻訳されたことが記されている｡ (MitGenehmigungdesVerfassers
ibersetzt)
ミルが引用した文章に該当する文章がフンボルトの著書にないとは考えられない｡ゴン
ベルツが訳すにあたって, ミルの英文を少し内容を変えて訳したか,それとも,フンボル
トのドイツ語の原文を引用する際に, ミルの引用文とは異なる文を引用したかどちらかで
あろう｡少し内容を変えて訳したというには文が違いすぎる｡ ドイツ語訳を出版するにあ
たって,扉の文章を入れかえたと考えられる｡ちなみに,現在のレクラム文庫においては,
扉にフンボルトの文章はない｡
ミルの英文に対応するフンボルトの文章は入手 していないので,どのようなドイツ文が,
ミルの英文になったか確認はできない｡
2.単語の比較
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3.文章の比較
次の一文に注目して,いかに翻訳がゆがめられているかに注意を払う必要があることへ
の手がかりとしたい｡
thenatureandlimitsofthepowerwhichcanbelegltimatelyexercisedbysocie-
tyovertheindividual.
dieNaturunddieGrenzenderGewalt,WelchederGeselschftdemEinzelnenge-
gentlberzusteht.
英文, ドイツ語文を訳すと次の通りである｡
英文 :社会によって個人に対して正当に行使され得る権力の性質と限界
ドイツ語文 :社会が個人に対して与える権力の性質と限界 (derGeselschftはdieGes-
elschaftと考えられる)
なお,注9にあるように,現在のReclam文庫におけるドイツ語訳は次の通りである｡
WesenundGrenzenderMacht,welchedieGeselschaftrechtmaβig豆berdas
Individuumaustibt.
(社会が正当に個人に対して行使する権力の本質と限界)
注
1) 杉原四郎 『J.S.ミルと現代』130頁以下｡
2) J.S.ミル,塩尻公明 ･木村健康訳 ｢自由論｣(岩波文庫)4頁｡
3) ミルの英文原文 :Thegrand,leadingprinciple,towardswhicheveryargumentunfoldedin
thesepagesdirectlyconverges,istheabsoluteandessentiaiimportanceofhumandevelopme-
ntinitsrichestdiversity.
WILHELMVONHUMBOLDT
SphereandDutiesofGuverment
4) 最初のドイツ語訳の対応するところ :Dasalso,woraufdieganzeGrOβedesMenschenzulet-
zt,Wonachdereinzelnemenschewigringenmuβ,undwasder,welcheraufmenschenwirken
wil,れieausdenAlgenVerlierendarf,istEigenthtlmlichkeitderKraftundderBildung.
WILHELMv.Humboldt,
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IdeenzueinemVersuch,dieGrenzen
derWirksamkeitdesStaatszubestim-
men.
(JOHNSTUARTMILL,DIEFREIHEIT(GesammelteWerke,Band1,1869))
5) J.S.ミル,塩尻公明 ･木村健康訳 ｢自由論｣(岩波文庫)256頁
6) JOHNSTUARTMILL,ONLIBERTY (PENGUINCLASSICS)P.59
7) ｢自由論｣(岩波文庫)の日本語訳は次の通りである｡
この論文の主題は,哲学的必然という誤った名前を冠せられている学説に実に不幸にも対立さ
せられているところの,いわゆる意志の自由ではなくて,市民的,または社会的自由である｡ 換
言すれば,社会が個人に対して正当に行使し得る権力の本質と諸限界とである｡この問題は,一
般的に述べられたことは稀れであり,また一般的に論議されたこともほとんどないが,それが潜
在していることによって現代の実践的論争に深甚の影響を及ぼしており,また,やがては将来の
最も重要な問題と認められる可能性のある問題である｡これは,新奇な問題どころではなくて,
ある意味においては,ほとんど最古の時代から,人類を二分させて来た問題である｡ しかしなが
ら,今日比較的文明の進んだ部類の種族においては,この問題は新たな諸条件の下に立ち現われ
て,これまでとは違った,一層根本的な取り扱いを必要とするのである｡
8) JOHNSTUARTMILL,DIEFREIHEIT,(GesammelteWerke,Band1,1869)(Ubersetztv-
onTheodorGomperz)P.1
9) なお,現在のReclam文庫におけるドイツ語訳は次の通りである｡
ERSTESKAPITEL Einleitung
DerGegenstanddieserAbhandlungistnichtdiesogenannteFreiheitdesWilens,dieman
sobedauerlicherweisezuderfalschbenanntenLehreYonderphilosophischenNotwendigkeitin
Gegensatzbringt,SondernbirgerlicheodersozialeFreiheit,wilsagen:WesenundGrenzen
derMacht,welchedieGeselschaftrechtmaβigtiberdaslndividulmauStibt.DiesisteineFr-
age,diemanseltensteltunddiemankaumJemalstheoretischerOrtert,dieaberdiepraktis-
ChenStreitfragenunseresZeitaltersdurchihrgeheimesDaseintiefbeeinfluβtundsi°hwahr-
scheinlichbaldalsdieLebensfragederZukunfterweisenwird.Weitentferntdavon,neuzu
sein,hatsュevielmehringewissemSinnedieMenschheitfastschonseitihrenAnfangenentz-
weit,indenStadiumdesFortschrittsaber,inwelchesdiezivilisiertenTeileunsererGattung
nun
elngetretenSin°,Steltsiesi°hunterneuenBedingungendarundverlangteineandersartlge
undfundamentalereBehandlung.
(JohnStuartMil,UberdieFreiheit,也bersetztvonBrunoLemke,1995.PHILIPPRECLAM
JUN.)
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